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L ・W・パイ著

『中悶政治の精神的風上一一

政治発展における《権威の危機》の

心理・文化的研究J

ミLuci：阻 W.Pye，~The 恒例t of Chinese Politics: 
,l I勺ch舵 ultuγdSt也：d,/ofthe ,luthority Crisis 
in Political D,四 elopment℃mnbrid炉、 M蹴.， The ·~ 
M. I. T. Pr田s,1968, xxii十：155p.

MITのL・W・パイ教綬の中国政治に関する新著（本

は，最近のアメリカの中関研究における一つの傾向

？と端的に代表するものとして注目に値ナる。この新著の

苓しい特徴は， “心理・文化的分析”という稔争的なア

ーfロ チを大胆に導入し，初めて'II [l，＼の政治文化の一候I]

［日に｛！λ系的分析を試みたとL、うごとで〈卜／～本舎は高変

en 1p'.i~ ｛昨究の専門書であると同時に， lt:41·＜政治学上の業

泊として議論の対象にもたるであろうけパイは既に1964

ifには：＼HTの国際問題研究所のモノグソっとして“The

Communes A Microcosm of Chinese Communion” 

と“TheDynamics of Hostility anrl Hate in Chinse 

Political Culture”の2箸を出版しているが，政治発展

の問題をめぐる比較政治学の専門家として，いよいよ本

眼目’Jに中国研究の領域にも）l'cぞふみ入れてきたというこ

Eであろう。

n 

本舎の構成は次のようである。序論，長)1牽近代化に

おける権威の危機，第2望者ハイアラーキーとイデオロギ

ーの慰め，第3章近代人なしの政治，第4章偉大さとい

う蒐荷，第5章憎悪、の発見，第6＇.章権威，修養，秩序，

第71詳挫けた父親と新しい権威への苦しい探求，第8章

芯志の力と道徳：行動のブJγ，ロ；9Z,;!!1治的行動と軍人

'h'11'11，花；10章行動の政治過Pi：人代：i:r:I：，第11意未来の

!.t主哩 である。

ノミイの本書にお砂る議訴はきわめて！t:.・i1＇的であり，仮

説r1りな格想、カを多岐にわたって驚！／，＼1’rm土でに展開して
いるoそれだけに，本書の内容を評価する場合，まずか

れの立論の前提について，明確な限定的認識をもつこと

二ニアJ で＝＝＝＝婁 評

力士必芝、である。序言語においてパイがとの研究の目的と方

法について絞り返し強調していることは， との研究が

ヂーヶゃ；，C拠を整理するととによる，ある工事例の証明の

ためのものではないということであるα かれのRざすこ

とは，中閣の政治発展のある側面を説明するための仮説

の設定である。その仮説を，パイは消朝期から毛沢東時

代の今日に釜るまでの中関の政治文化の分析を通じて構

築しようとナる。しかし，パイの関心の焦点は，政治文

化論時（tではなく，当然のことながら，近代化の問題と

の脈絡の中での中国人の精神構造に向けられる。具体的

にそれ合表現すれば，中国人のヤかなる独特の民族的，

• 0ーソ寸リティー的特性 態度・感情が， 「近代化に

おける，rrn1人の成功と失放とを決定するうえで肢も重要
であった」のかという聞いであるov、いかえれば，中国

の近代化がなぜ困難なのかを，人間的次元から追求し，

中間の政治発展にある種の展望を加えようとするのであ

る。

しかし，ととでふたたび線定しておかなければならな

いのは，このような源絡での中国人のパーソナリティー

論l土、あくまでも仮設的なものであるということである。

つ主札ノミイの関心は中国人一般の中にみられる態度と

感Hiの実際の分布状況に係わっているのではなく，中国

の政治体系が今日のような形態で発展してくる過程で存

在してきた，中国人の態度，感情の星座を記述ナること

である。したがって，パイは明確にサンプル・サーベイ

的方法とは無関係であると，自分の立場をのべている．

このようなアプローチを，パイはケインズの国民所得分

析のか法と対比して正当化しようとしてし、るが，一般に

社合心理学における社会的ないしは集団的性格の概念化

と！れ下する手法であろう。要するに，問題はパーソナリ

テ十をj佐J象度の高い次元のある断面で、切ってみて，あ

る一般化を試みるということであろう。しかし，問題は

バイ自身が認めるように，このような仮説の設定の当否

を理論的に評価する基礎を，現在の社会科学はまだ十分

にはもっていないことである。パイの研究もしたがって

「記述的で主として推論的論文」を書くことになる。

だがこのような方法論上の限界にもかかわらず，仮説

のi没定の｝i¥,7共には，十分な意義があるとパイは主張する。

それはJJ/,f¥':111同の研究にとって，基本的な問題とほ，情

報不足土いうことよ習も，むしろL、かなる適切な知的脈

絡をiだ定するかであるからである。いうまでもなく，パ

イの提出する一つの知的脈絡とは，政治発展という視角

である。この視角からみると，現在の中国は伝統的秩序
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から i!rf\;;t土会へと修行する渦涯にあるにいわゆる溺i•主的

社会体系（tra日目tional刊 ciaisystem）として牧民づけ

られるっそして，ここからは，近代化の比校誌や， Jl陀

j♂J主E近代化とのI男氏政治丈化の分析へと1訂正の：分野
がN；大してしぺ。こうして，パイは， t1111:l，こh'J{jな現象

土しての「作成の危険」の心I要・文化的分析を通じて，

中国のl治発！廷を説明する仮説に、大胆にも挑戦するi立

を｜！目くのであるc 木書の隣15:¥tl土，主として，＇.，：＇. 7苦から9

·~までを仮説の防策と展開にあて， lOJ;＇＜＇.／；： あるケース（人

民公i:t）への仮説の通HL11，手を松Jlと／5(1主にあててい
ザ
,,, 0 

国

さて，本吉におけろパイの議論の佼とたろ中川におけ

る「1住J成の危機jとはfr:Jか。それは中11<1人のパーソナリ

テ fー構1主にとって，いかなる立lまろともち、 また， <111ri

の政治すむ!ti;にい；＇J,t，ζ＇；； I吋イけ士与えるのと lわろうかの

・Zf'i l ffi'は，その問問の愉邦を示している。，tず，ノ：イに

よオItよ•＇， J旦 I耳t'1~tL ；三（｛； ;f，としての Lilr可のi":Lいl1Uムi,rt} 土

f也の；E』iii
かτ】たかわ：1にラ約111t Y•t:にわたる「椛 I(点の危段j i三千？

かされ付し；T六て二どで夕、乙Eいう。 ，v:/r；・官fqc,つ；主代ilt界と

の佐伯；：.t::.rn守主的l!t｛，＼：へのtd，存は， 中111人のi勾rmにr
f日と｛~：R hr;, Ill¥、：i'.irnttc権威に付するIt，［，，ざと， .l'irtU、

より怖くう2士C'fr'.1包f「／；；JJ＆を格Li'1：しようというは1sJiなど

の，一連の感J「打＇.JI↓「耐？？を形戒したJ 主主的f/11≪-I/.c＇）；土jfr（土，

その［をの中l」｜のLiて治活引のr¥1で，ごの上う ：（ I必－／，＇を尖鈴 t
{l:L, 'I'何人v＇） 不安f占，不t前， JI，（ヤ（久間ression）的f虫rミ

を1\11 めたハそして攻ち＇P'Jr1事tの i,:';;!l.l ；土，ヤ Ii~ 人のイド＂£と！寄

与了さらに／ijlh乙lゴかりか，新しい！［三！きの怜；！えの111-；主を夜

干（［｛じさせるだけにすぎなヤ感情をも，;r1/zしたのでふる。
「f白憐」～の士、tr.tどして， q，国人の内i¥i¥lこは一党支百己へ
の受得性が生主れたが，押しつけられf二国家的権威は，

けっさ上く去[TJIだけのものむかったっというのは，中しI~

人l土！在1戎と正、＇i'i'l:：のj百倍1i0基礎につし、て， i雫ぃ心想以JFi¥l

h辺を抱えていろから尽ふろコ

しかし， 「1/i'f伐の位下品jの心理的分析にはいる白，jに，

ノミイは次に， t¥i［司人のJパーゾ十リティー一）杉戒に深く係わ

る中医！のIfl1if1・ti:会問迭の特徴！，：＿ －般化し上うとすろ。

すなわち，￥12仙の年内慌史合frずる中[li¥r!）伝統的な政治

的社会体系の基本的な，；；y，＇；的特徴は，（1）公式のイデオロ

ギーへの陣l立の依存と，（ピハイアラーキ～的空1:1主である。

したがって，伝統的中同の政治文化のあらゆる次ノ白土，
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イデオロγーがj一致と官僚fi;i]IY,Jノ、イアラ与ーキーの結ft形

態が支配することになった。政治的秩序は一枚目YJでふ

り，権威と秩序が強；J』1された弓との上ろな環士，ti'のもとに
じいては， t\• !Ji人は政；f，を4;:fi1'1せに｛｛打点の11',l;l当としてと

らえる上うになり，政治が支配的行僚；お！！と1/iーのイテ守

口ギー金欠くときには， f誌に，不安，不満， A・迫感にお

そわleるようになったっこうして， tJI同の政d,(t,:系iこ

は，権威の危機に対するjJJ;J:ii:力の！1号v、Li'治文化を生みiI¥ 

すいくつかの特殊なJJ；（員！Jが形成されたっそれは，（1）利益

代交政念土要求の多様性の否定，エザートの道能的態

度， 1,iJ'rit1定写のJ1主J'Rv>j憂1:r,r日）政治のfitlif［（！，その:Ti能
!'Iのif(要性， （：：；道徳的力， 人協の陶冶， J￥.／雪＇H七の主要

fl , (4）道徳主義；UM:¥11を近視しイヂfロギーの機能は政

？｛，！｛］現！よーとの（1：絞的xwとを回避すみ一一ことである。現
実111:7干での紛争のt]JIJ：と，人11¥lの“I文，；空”の統制のため

に， イデイロギーと篠成への依存が必要となる η パイは

と三か人， rj1心的な{ly）その樹ーなへどillitroすなわち， it

.l"d(J伝統は熔造的にもイデ十ロギ」ー的にも．攻撃の:ii:''¥

μ！企汗，tするごとに（と.，亡力を獲得する権威の形態！＇，： f:i] 
~Ltこη その／；·.／／，に， ＜）、と／ff この権威の体系がf如実する
や， ）.cりそ絞；1,,1-i-.;, 1 ：~llITは，析しL、権威の形態、幸子樹立す
;:, .i也f:'i'.をti[雑化 JりJ ＇！パ仏る、この fri説fl，ヰ'I主1政治に

おけろはぇ！交の A枚むがJt'.人Ti：から，劇的な緊張の高まりや

紛争，敵芯のn1'i1U、の転換を l泣llJ]ナるつ

:¥1J,:jcl)L1支if）発IJげ）判然Jけを示す他のm1ffrnは，政治的補

充の：1可思，す打、わち， tp[tjの支配グル－7。のケi格，政治

ε；，11Jf&Mとの関係である弓パイはエリートと世界文化E
の隔絶状態は， ii1f

4有徴で」砂〉ζ〉とL，政治権力のtjt核it，一つの反知「l:(10政

治的陪級から，もう一つのゆjの反知性的政治的階級の子

へを 移ったのが，近代tj1凶の政治の力学であると断乏し

ている。そして，政治から疎外された知識層の中に， q,

[i'.iの政治文化における「憎悪jの一つの根源をみるn

中間の政治発展の第3の特徴は，中国人のー｛本性の立

識の根強さと，その情意への転化である。近代111：界との

接触によって，中間人はより l'l・tt的な中間人左なったが

それらの感情の根底にあるものは，いわゆる－H；感止し

ての［中華思想iである。中国人はt:¥1国人でなくなるとと

が PEない）.：）＿K，近代化における机IIIのm難によって！~：

まれる脅迫感や屈辱感から，個人的に逃れるととはでき

ないc 本来，近代化の鴎難に対Fる中国人の態度が， ij1

1当人の精神とその内市的な一体感の中には悪しきものは

何も仔往しなし、ということである以上，あらゆる医難な
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1/:J山一上 “ヤト［1:j人”の［！？主に川→Eじれるc しかし，中同 に関ずるJH出乍法である。権威は独占的で絶対的であっ

〔＇J;iif＼、（｜へ、のt111折（士、 q，国人の七化的締fll'i:1，誌にとってf.t' たαw成の性債についての学習は，いうまでもなく大部
！ ~1li'l'J な j] I? , j f：「， L -c，， 、ノ（＞ftft:' 1・, .; ( l士桁焔寸 分が家族制度の脈絡の中で行なわれたO パイはここで中

r:L(I代lハ伊Jや：t, 'IU仁F , ：ご111fif11i:体系 ，： •I：し六三どでは iιiの家族制度の歴史的な特徴をあげる。それは，（1）孝行

：むLろm1ifr1'iのす：際のn山形態、ぺ主りrt1[1J人が！＇I びlM吊i悩fl白. (2）ユ｛立トifのすベての形態の正当性の絶主f的否

江，1，「，Iii'[((:'1・・ノ；片ちf
杓'i"¥tllljびj品仕J.'d吃・＇J ζJ，たf¥1,一！一プ〉て竺ご、L円，）、［陀寺P宅詰L :1ゆ、t，は視先-:rJ干→伝E大さとの一休刊の意識→権威との
'i'.・" ！りこか「j C＂.＇・， ノ：， 0 ’体感が生まれる権威なくしては自我は無意味となり，

l'! I・ の工ちた可l正史rYJ(l：会（1守杓恨の時三｛ヒかれ，いtぃ 十九成への外向的反応i士，従属的態度となる。（2）からは情

、fi士山口市にJ山、て， lド同のはif：文ii:(') 'i Iにふろ 熱と／1三重ljがまれにしか誠和に達しないとし、う，中国人の

Sr,n ti mc::1 t (:-'i+h：の問題へ土推論か IJ•：問して L 、く c ずな パ ゾナリテイ与の発恨のi喜一もT主要な力学（t'-J局面の一つ

1 , t ＞ 町： 11 ！司人山許l[•!v）現［売に :tt寸一芯：＇ii'./d二 11:1.i元、「》，＇1'[LI がl！：：）；、れる0 （：；：力、らi土j英然どしたtt質の権i戎の受容は，

？、「｝百UJ：ヅJfr.立J
{:'? ｝（ ちと l；、う十，＇，↑・I＂乃 ）ff王LとLに近代q,l有♂〕政治主 連結させられるととが生まれる。とうした環肢の中での

＇.：刊l'-J.;:) ！引，＇1：.仁 ！frT探 L,t: 'j J:it;0: t i:c'fび.) ＂、た出悲の ti 2:dl~iElWーの力学をみると，けっきょく， 1Ntl人のバー

.；＞（て；，11:たされろ そ［て中Jtは滑走〔ヰ了f['Hli(J(J'f.1ちで｝仁三｝ ヅ十リティーの中での明円な中心的要素は，感情のコン

l, Lたo -:. ,/ ! ，，の1i女if：文化のq，にふろi虻.N;t,:-:i'itl'iは， i、口一一／レの必要f守＋ど；雫〈｛干

：＇；・、グ） tうfにf口2：士rJ'l~·J して k 、う 0 J・た才 Jt），「1）政古＇dドJ巨I の？そflふσ〉｛卒系は，一つの完全fよデ、ザイシをつくり法），1る
i,/ i 士怒り（！）•「，'i び）江rr発を合む f↑，'i 熱と大 ！：lの激Ji'，に上る政 ように整台きれなければならない。ここにrj1同社会を支

出川市ii笠：： i'c.力！：立f,;t関与よから，JIきIL¥十とり，tてきる \'ii＇.する t,;J~Mtt れ川1formity）の強力な機t-/1／.の立憶が存：｛r

:ft、11.1ごしてら＇＇ ii:JlfG心念「lのH{Eて’｝ 1仁川政i'{；にJ.j＼、てTL ナるみ Lカ込L,WI人の修養はある権威の形態の「子干！：に依

山ti.よい， 111i'I L」iこ；t)1＼：て’九めら，：， ¥ 1iのit tr.、い， （：，， {rすら， Lたカaっと，権Ju"i：の欠訴はパーソナリティーに
、｜’勺：ttc＜、あらものは LFl叫ん＇）ノ、〆～のみであと》 ''. Jどの作成となる。独占的権威，厳密な役；1;11関係のな

（険能（ir>Hl:',,y I "Ji't'-J J也！？の不味，；2,!;:.'::')(liい敵とり.；：｝jif) L、とごc，広範な不定が発生するυ 混，r;しは危険であ i），混

ll'l l二n・.
l'tCTl[tFif I かどでJど， , cl' jた；tこの)¥If（絡でJ井る土， L、／',i.<e[/iとI士宮戸を生み／1＼すかもしれない。

強し、！長f占友 j~ ］l百f(CI口りtiりnali：メIll）と，1',(,/J｛一i長hの｛i：与w
¥,1」J；品t；.了F、Ciこj十Aひ： Jコ；ffこ 4弘ゴ）と L 、える。／，「一九：＂11【＇ii~＼が.it:L !fi)Jυ汁〉との環境のl1，にq,w1人を殺げ入れたJfrft,rt1 IIJ人

L内tに1,,1けじれるなれば，！，＇ i~＼（t'Jt ，. 行動はj ·:·N•~ れるの のほi成に対する関心にはMが起こるのだろうか。挫けた

とあるコこ l士にし，し／（東におけるかIA(t'.Ji:,¥H'l，山烈の 父殺と屈する第7，，与は，かれの研究の鍵となる仮説を提

？！：こミfドj将、rr.抽象的体系にけする相対的1)1t見ν〉十JUWがあ il＇，する。パイは中間の権威の危機の心理的な激しさは，

乙とP川はみる。し；；，＼，し権威への:I止リミら生まれた欲 中国人の最初の社会化過程が依然として，権威，秩序，感

ぷ,r;;r:i',jcl)ijrc, ,i ，凶人が「l-Flのj~J／上という，じーノナリア ii'!の統制にっし、亡の伝を／c11'J1部長iこよ －） て支配されている

｛ーを失うとすれば，それば中間の将来にと＇：：－｛吋を芯 とし、：i•j，；突の＇Hと，恨綜合もっとし、るとみる 0 ;J-'，＇，、中国

味するのが。 人にと／ノ亡の深い心理的期待と中同の現実との二千店は，

石川主主は権lliY,（ノ）！，仏機がもたら Lt：心H巨i'l'Ji寝入、jにおける ~＊＊｛；：っくりだし た。そし亡この緊張はかれの政治行動

11',J泌をjQ求寸るコパイはここで，了t'[もi人の政f｛；（ぬよi会化 の多くをメ記する。その結果は，；[J!と他の権威の形態に

のi品官、村に＇i、版制度，権威！｝） { l .. ＞と感rt，そのJ民 主iTる驚くは左に amLi vale川（非一義的）ft反抗の1'i'l'M1

;i，；，と険：ft/.：どにつ十、の（，，，＿：；Jlをt!主II＇，する J パf；土まれ を生hillす。つまり，かれが権威を必要とする立i：訟は，

q，国立；Fl.Flにおける＇1:i，庁内院本的子，.. ,• ,': 1. ＜の出・lH'I Jz1f1iでの権威の失敗に対する'i:l'tりと結びついているので

kn］］札tivity）を強調す.，：，っ 1・11たの佐山門におけるJilli立の ふる。かくて権威のfj¥J煩うどめくって，l交政が政治の領域で

; l!;'i::パ，H十1,s:,nj直ミ＇：な形態への関｛子、によ ＇：：.I乙；汚己主h,7Jo ).~'1/.( J：助長されるための舞台はできあがるのである。権

l ：ιが v・, ~' ff';j人的， ffJJI的生活の！？心的関心は，権威 成の危機に対する中同人の反応の典型的なバターンは，
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父？兄の権威のあらゆる／Ull坊に対するわやと， 1,,1_せか：J 1Fi, ＼、かなる力学的な組織にも本質的な人間関係の厳し

の追従とi{i'r:i'rりなr交ぜ？である J こhi'.，；土1t11r:jの政治には さは， .rsc取につL、ての中国人の基本的な不安感をよび起
して，政治的論点にl己べて，はる品、iこ大；fさな議出火山 こすのであるυ1111~1人lよ感情的な然ffーと儀礼flうされた行

と敵立をもたらすことになる。かくと，；i&IWと政治は7、在 めとの｜！日で‘ ），（一本（！＇~ti:矛）｛i を fa＼する υ たとえ iJ, E沢一見i

白覚的lこ結什される。これらの！ひょのノミ7、ンer，力守は， におL、ては，！ぷ・［ ,'i!i'.J献身と定型化されに組織的w·~~j：山

中国人の新L¥ 、権威への際求のJ;1,,1を次定し、さらに）011 [Ill({) iゐ！｛主；上， ,r,1：本:'t'~1'11lHt ぞあるけつまり， Eは組織が;i,1J
h的で全古包な権威の探＂｝・とへと進ませるコ権威の弱体化は ！主化ょs~Lて〈るや，それに対するヲ郎、ィ；伝を！さずら。 L
恥の以悶であリ，父却のぎrであり，｛ff,］人のまたは.u了の f三が，て，中 1,1 の政治において Lt，組織的発Iv~ と f↓こt!J的

自由の拡大の機会とはならなか たぐパイ；土5らに， 1,¥; 0；力 （；：的tlFる／VJどのIll！には，かなりのJliー去を'i'lが1ケ

教的な3支払；;j;IJ交の依成オ義的伝統じけずと〉このようなJi. {1＞）一心。ふるときは外心に山’依志l]t';'J組織をd!，没L上う E

／，／.：のパターンは，，1,r:i:1の革命家たちにxJずる追（/l{lのJ,i; ［、 fその：：干，，＇.（・叶土，かれらがっくり上げたキ 1-l織？を引き山

本的な何［（，，］を！見叫するのに呪要な立り↓；をもっと指紋す がL，無？はする上うにみえるけある立はお土， tf＇［可の iFlく

る。けヮき kf，孝れというまミ｛J;を（iり山げ／こえ；（ヒは， ddt'.J.t!Wi¥:r土中Ir！のむ（，jifU)j°／／沖（／＇） ICi』tこtあるようである。こ

政治と凶家三：ぷにと v べ，問販を~~： j→ることになる。よ れらの｛!i~）li土，＜ i'[Hの政治組織の不安定n二・流動n 正 il＿立

川！主ヤ抄；充て（／）政f台立識からみると， J1~ ； r_rn ixtげには，≪・rr iMi<J機能し〉イ；F{CJWlt;:；，山けする。

1：トな権威i土ナへてを！む＇（iLうる能｝JをもっとレうJVJ1:H'. "I'. 14人の主ll織仰は，さらにし、くつかの＜￥i閃やNirむに分
j(j•，，てU、る。車lj '.... 1, 'W主体iこはLCi立，わJJ犯の烈，むと二rtた ：十 C,;;1.1y1 ~ ~l乙。たとえ if，中f1:I人の組織JI;1iZのfUJ

じみたュ？と鋭ゴー完全も v Jて1，／＿：える。だがとの以1iriでは，，11 iよ， Iill司ノ人の江i（；~lj(!1J, if;}( i：茶店’Jit動ヘのよHrtfiとほmuす
I cj人は憧！戒のj；託行全！＇；ヲJしながらも，白Jえに♂）＼， 、ての点、 るし，これはネll担＼に1ヒ状illのみせかりの能力とも｜渇iJ{d；＇；あ

L、認議から，権力fiのも11；でら川区ぷ， J主吟（a日以re品i川 1）合 る。しかし，私H,f{t(1'1.'.'.1－、考どfi匝ぬという守'I百人の1fLv、午正

予感し， I在力に七ってT、、川こ阪われるの Ci士hI、かと）cf 'i'Iにもか！｝追わらにかれらに左.，どの問題Lt，公式の料i

，乞をj臼くのである「 織の内部においし i'ji{jJ,日言を総持L, －［，＇；怖の｛弘子を避け

治白耳庁と 9Ji' 

らに， rJ1iqAc1Jf1臣bσ）ノJ井t必ヲi且；：1；話へ土；仏i【r：江カ：；ザ．ノに；，＇； AL, M同情＇.Jfこはかl人i'1'1Jilil/iJI手J{;'{cOJj,J[結に ）,1~ール、ているから，

中国のl可家栓設の困；，：；！，ilの心巳I!・；：；1Ur11bc';・,,-;1,i貯Jする 人lill!¥!.liゑ♂〉分1ittHi;JJ <T> ￥宰伝を怠IJ；くするo L j三点：•）一， 

（反i見力1上11IりJi，在；ニ元φ；さjL；るコすでに ・＇： ｛ し），~＼， Ji占ノ7 、ら i品訴ff / j; 

古＇＇）社会としに （／ノl11 r一f~cn ；，＼；オs:li\Jllli は， 1主 JタZゾ＇）f己ト是ぷ主If:_.'

括iプJな1在厚支σノtli:、2一kこ仁つ：，角占＇ihさjtるnf｛のもυ〉で しf.tt仁L、o {ii t〕 Jな~♂〉；惑3どi主， ll 干llh止u宝ぺ3似人的関係
はな〈，サ－＇JU人じっ行員hの能力ペヂ1HI：ふりii[iJJを条「l, Jけ； の五合IJ•，の日おけを 'iグバ llすG 三 （｝） 上うな脈絡からみると

いる心理的次7じてPの！日ll'l:iを内包？ることがlりir＞かで点〆ろ 'Tei代以内｛にのヰ1-it指導部の表ff1ift(Jfこ ~r苫な安定性lt, t 
う。特に，近代化のMf\，的テストと I_ てゾJ*1tr:t~1i10J二 )j とし、 の死1｛につL、との安定'111の｛日新lすべき指標むはない。ま

う点で， Iド白、！人は凶/ff’な11¥J足立をかかえ（いるの Cある。 た， q1[J,I人の組織っくりの能力は，依Yfによる安定竹の

パイ（土8章で， l,i；力，立忘の｝J，人1/,'jo叶，＇iノりなどについこ ,Uιiえとrn1泌する＇ t＇同人の向調 'i'Iへの激LL、反応と，期符

の，11［は人の態度を歴史的文化的！Rfr1から分析Lたのち， されら行動基i¥l，へのur;J執によって強められるが，尺！日で

毛沢東はこれらのエーわレキーの：／J＇下町）t.工九’；；」を'l'Iし｛人の は，その工うなら:[i(,J;t政 W1’：（Jな欲求から，行動t蛤｛r ： 
『Iカミら引き出1一ことにfi>U)Jl〆たが，そ（Ji,iq+j白＇J1ノdJ一のJ必 ( rerational）のうえでの必要性に長L化？る。／＿）まり，｛民i' 

に，それらは守二j同のJ丘iに｛ヒのtlL笠カど L
な ~\kl盤、， lご L －／，込：うりえなL、と 1‘、う。そし υノ；イの仏iえ もならo fj v、きょく，パイは中I+]の組織過程を，急速で

の結論的祁51it, g ，~；；の総減目的りうよ.i:1 の q，とより i士，，さ 熱心tdcf・iiや組織のff%立》その｛廷にあEく巨大でいくらか

りと示される。かれによると，【1°1k］人d川n,t的a主んには 応IJ(t当ldl.1立と！台h'fのl'fUi＼’そLて，すくにa討し｛ヒが！）＂ま
民主，jなJi一義的な↑前打と独特に；g;jしたぷ（＂，［ がみられる れる，という恐循環のノベターンでとらえる。したがって

とν、う。つまリ，中国人の秩序マ刈叶;LJ，い l在成へJ，依｛｛ ノ： 1’に上tl{f,9111-s人はみJ兵的に＊Jl織人である力、にみえ

仇は，階臼（ドJ組織の供J子；立－：，た子おIF可能けを：依迎jるは るが，これは！Ylらかに不十分な描’与であるとし、う 0 tJ11t1 
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人は組織へのきまiJll~＇、ウ Jjiなる行為にあまりにも多くそ うと要求したため，民衆の態度の操作が必要l'.なり，し

期待しすぎる村呆，定評ょには，中同におけるにえ悦近代 だし、に階級闘争などの情J尽に訴える方法に重点が将行し

組織そ包む結沖は， fでjcf;(J'.Jl こ！付i市的緊張，：r~~II伎のな L、11 f：りこのようなパタ←ンは，自発的熱意の純粋な精神で

；；ふろ jJさいん十！！.ff(',)flのなすり （，'v、の抗争j1どなう ： 始主 I)' ／）くに“敵”をはし、だす：：＼1.い・ll'l!1d'におちた時神へ

1－が！と，近代的ポllf哉はfr幼iこは機能［才f仁iJ', ／・ーのご 止す＼けJ；九む， q,Jtの運動のサ fケルのW,i!iLである。

そ！二，よj-－γ がi'l強行一n,C ， 階級闘争J 、土変わる~， I日i

ごの上うた制；設がJffiliJりかに，＇； ( it 'i>! kj人if'IλJ;H＼，て， 践の焦点は， (11Jii't位三大衆の能動｛牛かム転じて，敵どの

，~，－＿車内庁J形態のねl\il\c 士りむ心理！／i'Jfli!fiJ を Jメ ζ〉 ’111可におし、 ji'(-'f，と鉱山iとれU-'r,；の維；三子＼と干名るのぞある0 :;{~ 2は，新

’ l t，組織のl午、ルl士一艇に軍隊日ii , ！ご L, kく恕H器： L＂、権威の 1幸t>'rに伴う統昔話の機構と組織の樹立の1&:rlJ：土
化され？と－吃［：IO>-f<:fじH'Jsむ也は，規律， fl.、n、熱芯，忠誠， q,11ミ人にt，.，「，政策内慌の実現そのす，のに上るr&:rJ；と

服従どU、う本民（t'J：ニl士’'f''f玉川Jff_ tt伐を強調Lているのて 土t);,iえん｛L,!li宣伝されるAf(1,',jがある3 中同人はlfi＿なる

.hるコそして，二の土九たifi:代中i官！の似1(,jを｜料配にまぞ 行代（1り［ff’i;1;i'r'-1秩序，組織化に，｝球術的な4V:柊をWli'i1→＂＂ 

J•¥L i竺め ：~，111ト， q,Jt_:cある J fニーが， ii' !I、it',1,:,J；作ll織と カ‘く L亡、組j訴訟の形成そのもの!J,i.!i;要どな I），実質的な

'tj/•J トi'fJT 枕さ (llliJ ；＼を tlJ!ll 1一τ＼< _i/,~f','_-:-' け土 I;,1仏、 r!i!Uヒ＇， (I）；γ；！JtdWri号： fi,fki民 ~＇｝，1るつ江3:¥ f,J:_, hrtl(t<Jドi

'.i.l,\.:fl'Jh 「： u 足~：にぶつ／， 5ろひそれはνかた；：， ;1,'•ji:総滋iこと 川に＇）＼、七の 'i'iしi人の：，N.，｝；士，散慢でくま，（！Jl'i(J機能（rn11l-

ぐt基本（1'.;t;.1::J恒三 1ごしハ！制i'iHI’！と町P'H'L?!,f?号 ti fun《 lion；，！）び〉組織形態そっ〈リ ii ＼~ hて土とある， q,

1 「 Jl~ _f ＇主主 JJ!'!J ；，心て（•，心， r¥'i¥:JOl政d，と｛仁川V1tn1川、ムみこ Iii人(l),;1-i由H主につL、ての弱点は， 一般に，秩序の科11¥11{に

これを：L寸ぺlこ刊行L,.t'.J偽J,'cせ， J司,fwJーノ：か：t, Jll¥:! 1ill J 川、ての ii:-.\iふ，1n ， ~il:'.,，特殊；化された統制の系統上はも、

織の課也との（千J;1主に t，，ぺ， 'i'iト:ic'l近代（［ごとで IJ•＇.（こと； う、｛J:rrJ'.'1.l/d’1,(1）ある組織形態への｛パ頼感かん’［：下UL'.( 

てのjjtとt；＿＿ ノ：：1,'>C ふろ，， /) f七I）、工 Hデl') J(l'jで！ズLt(r'JJιL ら そI.-c, ifllうj（ドJiニ；tGiriltiとL、ろいii出iiこiiil1'::v >I;";' 

i比布i~ ）） If~ f[t:,'・・, I I I fLI人i士＇.くり！I＇，.＇＿：.／パ fた1',1＼＇.、 J>Cふ (i(J，品F山二限i心し＇＞ h',,.G：，ιぴ） J J 1.てm;q.;;,mM，どb、1
LifiJU ） 一人々 f ノl ｛~tf(fは｝る w J ン了 p ワt(•11＇·；命’本 tハ“ Fぺ

PU；；，、 （C'l{/d見i't'Jjff，，品しI）竹長11-c.:,. ,:, ,1', こむ＇＞O,z,,;;,_;.・ .t '. A しヲ γ、代J(.fd 川文 f長 iJと＇，j:: ；ゥ：みt1,~： t tr_』十11;ft; ,・,tc, 

“！－H七十16了Ijえらどん；ー 1/ti~; l(1,\:·.t,'< '.IIL'"' -/, /J‘「， L’I.'t: A lに？／〉υ 芝山治＇； W,, q1Jtvi,J111Jjft11; 

{1.Z&l~ t;'~ 十i人［ 1＇.公五！と ｝d//'jji川／ij~＇Ll に＿）：j)fll ,: jc•J ノ：、 へ＇＇i't'-J＼＼リ、汚儀式i乙挑ん込むし行政はJf；，にi誌と経i司ふI）厳

ノ： fか人J(:'.,-,fLfじ］宣匝IJ, L /" j, l＇）ろ叫ん、，＇， fi()fドトこん・；fく 1fr'!'I u; 1l• H!~, J，：民l’1(J1::1闘の処J1Hの，Kt悦J 、と等/J・AL〆：）o
のそれ合主I竺：土 LC _ii~ んよの↓t，それ l};'I I jしIJ{ifa{,U＞府、 てう Lて’ 人I立公tlにおけイ》4与f!i(Y-J機能(I）結1織！｛手！i長，、u） 

史j、H＝乙1,_,:,J子＼11{1'.'c ,it竺，； ll/l士f足iJL、す－ζbと

；江iがA仏；コ/, h「，-c-t>）イ：、 l ノ、イi士全と1+1ヒJ注［重IJ(t, ［計f時Ei誌 にJド“iii代1'rJ”なもυ〉となる。破る｛，のは，能別J'tt，人

の本＇／＇ti't'Jスワ f.>l・をiに六：，中1，ヰ（！）政y{;:Cf仁の悦土たも 11¥lの：，J志のfrCHf"E担金変えることができるという <11共の

斐手伝を代衣一1－るとみノ＇.， 0 不/iiiのL念であるれそれは現実への不感性， 11J能性の！被

ノ： f の人代公社，li；，；丸、＇i灯、なが「3 か＿jl(!)•l'iLI 人のjJ!fijJ・ 'ii-、へもり古iiを生むjえ1fti，政治的に{T能であるという中共

料慨にJ九、ての仮説の脈絡の中で民間される d まずあ／； （／）援態を支えるものとなるG

；角的にい J て，パィ；上公社化運動ぷ‘＇ t1fTciJ上i'ft浅のili: Jん伎の第li卒で，パイは中間の今後のi攻i台発展を！民摂

代化への回芥という野心と，きわめて現実的な問題の認 するが，ここむカaれは全体主義と近代化との関連につい

l識のうえに始めt）れたにもかかわんず，定降にはもどか て， “体制維持の投資”と“｛本側発展の投資”の区別と

らん自主主1incil毛晶化させるか，あとん、は新しいよ町長 いう，おもし7山、f見向を与えている。すでにのぺた議論

J三 t,:r:iJ岳 L生，i~ バ＼十上行なすj ；土t 中国文化の中にふとw の脈絡からいに亡，中国の政治文化には，統制の現象と

必ずE力を開反する三どになったとJ目指する D k：躍進と公 発展の実質とを混同する素地があるが，現代の中国人は

十日ヒの失敗i土， E沢東の権威に対すとtよ＼：i'JJの挑戦でふ 全体t義的神話の支配のもとにあって，体制のr:ic,'[rt＇.）発
リ， rj1阿の権成の危機のiW,f,，をもたんし：λ 日上そこに i廷の代わりに，“強／J毛の外形”をi主成するために，，tiぃ；I:

おけろ川題点と（土｛μ［かη それは大別して：つに分けられ 会から継求された莫大な“資本”~決貸しているという

よう。出 1は，，-pJじが大戦の；ii'.:拶＇Jt'I：と日I＼迂，flを品日大しょ のごある。これらの資本とは，いうまでもなく，圏内の
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物i'iJ.人的資札 i司際ドJ.Jftにおける足止{I埜！｛系’／i:7)政治・

経済・社会的資本を指Lている。そ L::-, ')' JI；が、1'11f1iす

るを釘！日i土， F!'lri~の資本のi良Nの｛をにヲ ψi Lし、α4よヰ了 (ii伝i; ？ ( 
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I I‘打t吋されなければな尽ないfふ乃う》パイのぺシミ
ズ、ムは次の4点に関係がAh，：》工うにみえる。第1は，大
同准l型劫の失敗を仮説の／！＇，発点と L.口、ぶことである。

第2は，バイが近代化をあまりにも Yメリカ的な文化的

拘束のもとで思惟していることである。パイは東洋的な

社会化過程を近代化への障害として，強調しすぎている

ことである。第3は，パイには BenjaminSchwaltzが

強調するような近代化過程の非一義的側而についての考

作がほとんどなく，中国阿古のlrtl!'I i't'Jな近代化の形態を

セ＼／，Lようという努力を企〈がさない三とである。第4

l 工、パイにおいては，日木・＇＼：同・ ifツ等の近代化の

比較治的視点がほとんどなく， i似せ ＇.i'.でペーソナリティ

ー1存立の拘束性に，かれの01.：誌が支配されていることで

ある。

最後に，ノミイの方法に対するより校本的な疑問は， q,

悶人の現実の具体的政治行動に対する心1盟的説明が，い

円たいその行動に対する他の非心理的説明とどのような

阿保に立っか，という間関でふるυ ノ＇.｛の引用するL、く

つ泊イ〕現象については， LL7，，心｝1l1i'i'.J'f.望国以外の他の

咳｜叩r；，まうがよりI重大な役；l;iJを果／；ニ！＼おり，それらは

JI'仁、}lft的な別の枠組によ〉ててそ， ,]: I）卜分に説明され

;:, I,のポある。筆者にと Iては， r-;f ,_ i・, r＞ケースに適用
されるノミイの心理的説明は，過度の単純化とこじつけと

なるものが多いようにみえる。政治発肢の分析における

政治文化という慨念の有効性は，必ずしも本舎におU、て

アジア経済研究所刊行

書 評一一一一一一

ト分にはノ1＇，されていないのであるの

H川 mondA. Bauerが Dink作 Tomasicの研究（1953

fド）にJ.Jする批評の中で， 「深層における心理分析は，

第一次的な資料が利用できる時ですら困難な仕事で・

値接的データが欠けている時には，そのような分析は人

の精力を費すのに余り有効な方訟ではないJとのべてい

る。中国研究が当面している技術的に困難な問題を前提

として，世界で最も古く独特の歴史的背景をも qた文化

わ中で形成された，おそらくは最も理解し難い被雑なカ

デ（（）様迭をもっ中国人のパーソナリテ f一構造に，バイ

f;t大！Illにも本格的な分析のメスを加えたわけであるが，

＜の結果は，やはり多くの疑問点を残すものとなったo

ii,iiJn1l(tりにし、って，本舎の価値は，パイ自身がいうように，

「中間研究の次元の拡大Jへの刺激を与えることで，新

しい問題点，視角を論争的な方法で，われわれの前に提

示したことであろう。パイの説明を単にナンセンスとし

て退けるのではなく，その根底にある方法窓織の先駆的

芯誌を学問的に評価して，長期的にそれを発展させる努

力を続けることが，中国政治の研究の水：そを；，：言めること

に較がるのである。だがその方法は，知的脈絡の重視と

1,,11ドIに， q，同文化と中国人についぐのより透徹した洞察

力にじ》て実／＇）けられなければな「，ないととは，いうま

でもなかろう。

（肖研究 j~
ハ一クレ一，，，凶研究センタ一研兜良 徳回教之／

中間農業技術体系の丞開

山本秀夫箸

222頁￥ 720 

仁〉伝統的農業u術体系u'）喜塁本的性格ー伝統的農業生産
様式論のt'l検討／伝統的農耕方式における烈殺の展開！
／伝統的農協万六円限界と出路t>農業生ffi苦力の分担i

第2次5カ年計画期の中罵経済

111本秀夫編

234頁 Y 750 

築地点不i)t,f;糸、り展開／施肥体系の展開／品種改良の
展開／農機具体系の展閉じ〉農業生産方式の転換過程一
典業労働力の質的転換／農業生産誇カの総合的展開／
総軒的興望

t>問題山；i!;{F (1 I I本秀｝.）t>人民公社と農業生産力の性
質（iJJ木元げい人fl'.;止と；上と社会主義商業（’tili'l正久）t> 
r1.聖業法的、工業＝U時jの総方針について（藤村俊郎）仁＞
中調のれ m.~c1-rnの変黒（小島麗逸）t>企業管rmにおける
大衆運尚（）巳 I：悦三）t>主正済発畏と政治．忠、f手、工作（,J 
林弘二）

アジア経済出版会発売
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